
東京大学経済学図書館略年表
〔法科大学時代〕

1900. 4 エルンスト・エンゲル旧蔵書を、高野岩三郎（1871-1949、5月30日付助教授に）がライプチヒにて購入
【エンゲル文庫】。

5 経済統計研究室を医科大学医化学教室二階に開設（松崎蔵之助教授（1866-1919）主唱）。
1909. 8 ヴェンティヒ（Heinrich E. Wantig, 1870-1943）着任。経済統計研究室の図書整備に協力。

研究室を法文科大学本館二階一隅の四室に移す。
1910. 12 研究室主任（図書の整備充実と助手の監督が主たる職務）に高野岩三郎教授を指名。

田尻稲次郎より寄付あり「田尻文庫」の基礎に。
1911. 8 後藤新平他有志による寄付で関係図書の充実化推進。
1913. 9 ベルリネル（Siegfried Berliner 1884-1961）着任。経済統計研究室に商業資料文庫を置くことを提唱。同年

開設された同文庫は、会社の定款や営業報告書類の蒐集により、企業経済の実証研究を促進した。
〔経済学部時代〕

1919. 4 経済学部創設（法科大学より経済、商業二学科を分離独立）。本拠は経済統計研究室および保険研究室。
1920. 12 アダム・スミス旧蔵書寄贈（新渡戸稲造教授）【アダム・スミス文庫】。
1923. 9 関東大震災のため蔵書28,469部の大部分は烏有に帰す（アダム・スミス蔵書は焼失を免れる）。医学部耳咽

喉科病室の一部に移転。
11 研究室の名称を経済学部研究室と改称。

1927. 4 法学部・経済学部研究室および書庫の建物が完成し移転。
藤井榮三郎より古貨幣約12,000点寄贈。

1929 安田善次郎（二代目）より古札約25,000点寄贈。
1939. 4 商業資料文庫を拡張して資料室と改称。
1945. 7 アダム・スミス文庫をはじめとする貴重書を、長野と山梨に疎開。
1948. 12 研究室主任・副主任を委員会組織に改組して研究室委員会（第五委員会）を設置。
1954. 2 資料整備のための小委員会。図書掛の改組で資料掛を設置。

4 資料室設立。これにより研究室の図書部門は、一般図書部門としての和・洋書掛と、資料部門となり、前
者が個人や大学によって発表される理論的学術文献を中心とするのに対して、資料室は、（逐刊を除く）
第二次大戦後の経済体制下における、経済的諸分野の経済活動の実態分析資料の収集・管理を主要な任務
とすることに。

1955. 1 アダム・スミス文庫の修復（1957年9月まで）。
図書掛を第一図書掛・第二図書掛・資料掛の三掛に分割。

1961 図書事務組織を図書主任のもと図書運用掛・和書掛・洋書掛・資料掛の四掛体制に。
1963. 4 学部付属研究施設として日本産業経済研究施設（産経研）設置。
1966. 4 経済学部新館完成（現赤門総合研究棟）。図書部門のうち資料掛を産経研に移管。
1970. 1 学部機構の改革。図書委員会を新設して研究室委員会の機能を吸収。
1971. 4 労働資料室設置（1984年3月まで）。
1976 『国富論』刊行200年を記念して、アダム・スミス文庫の公開展示会開催。
1980. 4 経済学部図書室に文書室を開設。
1982. 11 経済学部図書室を経済学部図書館に改称。
1998. 4 産経研廃止。日本経済国際共同研究センター（Center for International Research on the Japanese Economy, 

CIRJE）発足。資料室はセンターの情報資料研究部門に。
6 「山一証券資料」寄贈（第1次）。

2000. 4 「横濱正金銀行資料」寄贈。
11～ 資料室に助手ポストを配置し、専門化を図る。

2002 和書掛を図書受入掛に、洋書掛を図書整理掛に名称変更し、図書運用掛を筆頭掛とする。
2004. 3 耐震改修に伴う図書館施設の大改修完了。

4 国立大学の独立法人化に伴う名称変更により、図書館事務組織は、図書主任を改称して主査（図書担当）
を置き、図書受入係・図書整理係・図書運用係・資料係の体制に。

5 「山一証券資料」寄贈（第2次）。
2005. 3 マイクロ収蔵庫の完成。
2007 7 図書館事務組織は、専門員（図書担当）のもと4係体制に。
2009. 4 資料室・文書室・経済史資料分析室を統合して、新たに経済学部資料室（Resources and Historical 

Collections Office）を開設し資料・統計と文書の両部門を設置。「東京大学経済学部資料室規則」制定。
研究・学習に必要な図書・雑誌を取り扱う図書館と、古典籍や原資料を扱い経済学部図書館全体の保存管
理を担う資料室に再編。

7 学術交流棟（小島ホール）竣工。
2010. 2 資料室を学術交流棟に移転。

4 「東京大学経済学図書館規則」制定。東京大学経済学部図書館を東京大学経済学図書館に改称。
2014. 1 経済学部資料室を図書館関連業務と研究業務の2部門に再編し、研究機能を強化。
2019. 7 事務部のチーム制導入に伴い、図書館事務組織は図書チームとなり、チームリーダーを置き、図書受入担

当・図書整理担当・図書運用担当に名称変更。
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